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知覚的負荷の高い視野では

課題無関連東日激は排除されるのか

木村ゆみ※ 1場西村律子※ 2 e吉崎一人

Does a high-loaded visual闇fieldsuccessful1y ignore distractors? 
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饗富

本研究は，ディストラクターが知覚的負荷の高い半球に投入される条件下で効率的に排除されることを示した。

フランカ一課題を用いた反応競合パラダイムを応用し，実験参加者にはディストラクターを無視しながら 5文字の

課題関連文字列の中からターゲットを同定するよう求めたO 本研究ではディストラクターの呈示される視野の知覚

的負荷(低負荷視野望示/高負荷視野呈示)とターゲットとディストラクターの適合性(適合/不適合)が操作さ

れた。課題関連文字を1文字と 4文字に分けて，実験1では左右視野に実験2では上下視野に課題関連文字列とディ

ストラクターをそれぞれ呈示した。低負荷視野呈示条件ではディストラクターは課題関連文字1文字と何一視野に

呈示され，高負荷視野呈示条件では課題関連文字4文字と同一視野に呈示された。その結果，実験1(左右)では

低負荷視野呈示条件で適合性効果が出現し，高負荷視野呈示条件では適合性効果は得られなかった。実験2(上下)

では低負荷視野里示条件と高負荷視野呈示条件で適合性効果に差はなかった。このことからディストラクターが知

覚的負荷の高い半球に投入される条件下で効率的に排除されることが示された。

キー。ワード:注意資源，知覚的負荷，反応競合パラダイム，友恵半球の独立性

問題と鴎的

本研究は， ラテラリティ研究と視覚情報の注意

資源の理論に基づき，課題無関連刺激(ディスト

ラクター)の処潔とそれが呈示される視野の知覚

的負荷との関係について検討することを目的とし

fこO

1950年頃から始まった聴覚情報に対する選択的

注意研究の主要な論点は情報処理の選択が処潔

過程のどの段階で行われるか，であった。この

論争は初期@後期論争と呼ばれ，意味処理よりも

前に情報選択が行われるとする初期選択理論
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CBroadbent， 1958; Treisman， 1969)と，意味

処理以降に情報選択が行われるとする後期選択理

論 CDeutsch& Deutsch， 1963)の対立であっ

た。 1970年代に入って，初期畠後期論争は視覚情

報を中心に行われるようになった。そこでは，後

期選択説を支持する証拠が多く報告されており，

現在では意味処理以降に視覚情報の選択が行われ

ているとの見解でおおむね一致している。したがっ

て，注意による視覚情報の選択が行われる段階を

巡る議論は， r初期か後期かJ，という二者択一位守
な議論から，完全な初期選択はどのような条件で

可能となるのか， といった問題に移行してきてい

る CLavie，1995;八木 8熊町@菊池， 2004)。

その中で、Lavie(1995， 2005)は，ディストラ

クターに対する処理は課題の知覚的負荷によって
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調整されると主張した。この主張は知覚的負荷E嬰

論と呼ばれ，以下の実験事態から提案された。

Lavie 0995; Experiment 1 )は，ターゲット

とディストラクターが同時に呈示され，ディスト

ラクターを無視しながらターゲットを弁別する反

応競合パラダイムを用いて実験奇行った。この実

験では，ターゲットとディストラクターの適合性

(適合/不適合)と課題の知覚的負荷(低負荷/

高負荷)が操作され，反応時間が測定された。知

覚的負荷の操作は，ターゲットと同時に呈示され

る刺激数の増減によってなされ，低負荷条件では

刺激数を減少させ，高負荷条件では刺激数を増加

させた。ターゲット処理に対するディストラクター

からの影響(適合性効果〉を定量化するため，ター

ゲットとディストラクターの適合性の条件閣で，

遂行成績の差(不適合条件一適合条件)を算出し

た。この適合性効果量が大きいほどターゲット処

理に対してディストラクターからの影響が大きい

ことを意味している。彼女の実験では，低負荷条

件は高負荷条件に比べて，適合性効果量が大きい

ことが示された。つまり，高負荷条件においては，

ディストラクターからの影響が少ないことを示し

ている O これは，高負荷条件では， ターゲットの

弁別時に効率的にディストラクターを排除したた

めだと解釈された。

この結果からLavie(1995)は，知覚情報の処

理のために使われる処理資源には限りがあること，

課題の知覚的負荷に応じて，課題処閣に使用され

る処理資源量が規定されること，課題が要求する

負荷量が処理資源の総量を超えない場合，残りの

処理資源は周辺の刺激に自動的に配分されること，

の3つの前提をもとに知覚的負荷理論を提唱した。

このE望論に従えば， ターゲット処理に対して，処

理資源を多く使う必要のない場合(低負荷条件)，

ディストラクターに対する処理資源が豊富に残さ

れるため，残された処理資源が自動的にディスト

ラクターに配分され，ディストラクターの処理が

進むと解釈される。ターゲット処理に対して多く

の処理資源を使う必要がある場合(高負荷条件)，

ディストラクターに対する処理資源はほとんど残

されていないため，ディストラクターには処理資

源が配分されず処理は進まないと解釈されるので

ある O

一方， ラテラリティ研究ではラ限られた処理資

源量を左右半球が独立して宥することが，離断脳

患者に対する実験 CLuck，Hillyard， Mangun， 

& Gazzaniga， 1989)や健常成人を対象とした

実験 (Alvarez& Cavanagh， 2005; Delvenne， 

2005; Friedman & Polson， 1981; Umemoto， 

Drew， Ester， & Awh， 2010)から明らかになっ

ているO

例えばAlvarez& Cavanagh (2005) は，オ

ブジェクト追従課題を用いて，雨視野iこ長示され

たオブジェクトの追跡は，一側視野呈示よりも優

れることを明らかにした。実験参加者には，回転

する 2つの刺激〈クロス)が呈示され，それを注

く追従することが求められた。この実験では，

呈示視野とターゲット数の 2つの要因が操作され

た。呈示視野は 2つの刺激を，左視野か右視野

のどちらか一方に呈示するー側視野呈示条件と左

右視野にそれぞれ 1つずつ呈示する問視野史示条

件が設定された。ターゲット数は，どちらか lつ

の刺激だけが指定され追従を求められる条件(1 

Target) と尚方の刺激が指定され追跡を求めら

れる条件 (2Targets)が設定された。その結果，

雨視野呈示条件において， ターゲット数の条件関

では正答率に差がなかった。一方，一側視野呈示

条件においては， 2 Targets条件は 1Target条件

よりも正答率が低下した。これらのことから，左

右各視野(半球)に独立した処溜資源が存在する

ことが示唆された。

知覚的負荷理論とうテラリティ研究からの知見

を考慮して， Nishimura & Yoshizaki (2010) 

は，ディストラクターの処揮命はディストラクター

が投入される半球の利用可能な処理資源量に依存

することを明らかにした (Experiment1 )。 彼女

らはフランカ一課題を用いた反応競合パラダイム

を応用し，以下のように実験を行った。図 1に示

すように，左右各半球で異なる負荷を設定するた

めに，ターゲットを含む諜題関連文字列は 5文字

のアルファベットで構成され，左右各視野に 4文

字と l文字に分けて呈示された。この課題関連文

字列のうち 1文字が呈示される視野を低負荷視野，

4文字が呈示される視野を高負荷視野と設定した。
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ここで，ディストラクターを左右どちらかの視野

に呈示し，低負荷視野に呈示される条件を低負荷

視野望示条件，高負荷視野に呈示される条件を高

負荷視野呈示条件とした。低負荷視野呈示条件で

は，課題関連文字l文字とディストラクターが同

一半球に投入される O これにより課題関連文字列

処躍に消費される処理資源義は少なし処理資源

は潤沢に残るためディストラクター処現は進むと

考えられるO 一方，高負荷視野呈示条件では，課

題関連文字4文字とディストラクターが同一半球

に投入されるため，ほとんどの処理資源を使い果

たし，ディストラクターの処現は進まず効率的に

排除されると考えられる。つまり適合性効果は小

さいことが予想された。さらにもう一つの重要な

操作は，ターゲットとディストラクターが同一視

野内に呈示される条件を視野内条件，異なる視野

に呈示される条件を視野間条件としたことであっ

た。視野内条件ではターゲットとディストラクター

の距離は，視野間条件よりも近接しているため，

ターゲットとディストラクターの呈示位置関係が

適合性効果に与える影響についても検討できた。
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Experiment 2 

震~ 1 Nishimura & Yoshizalくi(2010)の刺激塁示額i

実験参加者の課題は「ディストラクターを無視

しながら課題関連文字列の中に“同"があるか官"

があるかをできるだけ速く，できるだけ正確に判

断するjというものであった。

結果は仮説を支持し，低負荷視野呈示条件では

適合性効果が認められ，高負荷視野呈示条件では

j菌合性効果は認められなかった。このことから高

負荷視野呈示条件では，課題関連文字列に対して

処理資源を使い果たし，ディストラクターへ処理

資源が配分されなかったことが示唆された。また

このようなディストラクター視野の知覚的負荷の

高低と適合性効果との関連性は，ターゲットとディ

ストラクターの呈示位置関係(視野内条件/視野

間条件)によって影響は受けなかった。

さらに役立らはExper‘iment2において，低負

荷視野呈示条件での適合性効果の出現が，ディス

トラクターの顕著性によるものでないことも明ら

かにした。 Nishimura& Y oshizaki (2010)の

結果はディストラクターの顕著性による影響だと

も解釈可能であるO 低:負荷視野呈示条件ではディ

ストラクターは刺激全体の塊から離れているため

顕著性が高く，高負荷視野呈示条件では，ディス

トラクターの顕著性は低くなっているO このこと

からディストラクターの顕著性が高い低負荷視野

呈示条件では，ディストラクターにより注意が向

色処理が進んだとも考えられる O したがって

おxperiment2では.Experiment 1で得られた結

果を，このディストラクターの顕著性によるもの

ではなし各半球の独立した処理資源によるもの

であることを確認するため， Experiment 1で用

いた刺激布霞を900回転させ(図1下関)，すべて

の刺激が左右各半球に冗長に投入されるような布

置で刺激を呈示した。 Experiment 1の結果が各

半球の独立した処理資源に依拠するのであれば，

この刺激布置では，低負荷視野望示条件と高負荷

:視野呈示条件では適合性効果に差はないと考えら

れる。一方， この刺激布置でもExperiment1と

同様，低負荷視野呈示条件で適合性効果がみられ，

高負荷視野呈示条件では適合性効果がみられない

なら，ディストラクターの顕著性が実験結果に影

響しているということになる O 結果は，低負荷視

野呈示条件と高負荷視野呈示条件では適合性効果
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に差は見られず， Experiment 1の結果が各半球

の独立した処理資源に依拠することが示された。

しかしながら Nishimmも&Yoshizaki 

(2010) には手続き上の問題がある O 彼女らの

Experimen t 1では，課題関連文字列が垂直に配

置されているのに対し， Experiment 2では水平

に配寵されている。ターゲット同定において，課

題関連刺激の呈示布鐙が垂直か水平かでは，とら

れる万略が異なる可能性があるO 水平方向の配置

よりも，垂直方向の配置で，ターゲットに対する

処理が難しいことが示唆されている (Awh& 

Pashler， 2000; He， Cavanagh & Intriligator， 

1997;熊田@菊池， 1994; 内藤 a苧阪， 2002; 

Phillips & Edelman， 2008)。例えば， r.4:意焦点

が2つに分かれることを証明したAwh& Pashler 

(2000)は，垂直子午線方向の注意焦点分寄りは，

左右水平方向の分割よりも難しいことを示してい

る。そのため，注意焦点の分割が難しい垂護配置

課題 (Experiment1)に比べ，注意焦点分割が

容易な水平配置課題 (Experiment2 )に対して

は，課題関連刺激の処理が効率的に進むと考えら

れるO 水平配置課題に対する遂行の効率性が，

Experiment 2での顕著性効果の影響を見えなく

したとも考えられるO

Phillips & Edelman (2008) はターゲット検

出課題を用い，サッケードが愛護方向よりも水平

方向のほうが速いことを示している O この知見か

ら注意焦点がサッケードに先立って，垂直方向よ

りも水平方向により速く移動している可能性も考

えられる o He， Cavan段gh， & Intriligator 

(1997)や内藤稲苧坂 (2002)はターゲット検出

の上下視野差について検討した o He et al. 

(1996)は，上下視野にターゲットを呈示するター

ゲット検出課題を行った。課題は糠分の傾きを検

出するものと“T"の傾きを検出するものであっ

た。その結果，線分の傾きの検出では上下視野で

の成績の差は認められなかったが，“τ"の傾き
の検出では下視野の正答率は上視野よりも高いこ

とが認められた o Nishimm‘a & Y oshizaki 

(2010)で用いられた文字列の長さは視角にして

およそ60と大きし垂直呈示では下端に比べ上端

の文字検出が閤難だと考えられる O これらの知見
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からNishimura& Yoshizaki (2010)で用いた
課題関連文字列の垂直呈示と水平呈示では課題遂

行に異なる方略が使用された可能性が高いと推測

できるO

このような問題点を受けて本研究では，刺激の

呈示布置を変更し Nishimura & Y oshizaki 

(2010)の追試を行い，ディストラクターの処理

が，それの投入される半球の利用可能な処理資源

量に依存することを再度検証するO 本研究では，

課題関連文字を図 2に示すように，仮想正方形上

に西日霞した。このことによって左右視野史示課題

(実験 1)と上下視野呈示課題(実験2)で，文

字列の配置方向は統制された。つまり南課題とも，

水平，垂直方向の配霞を間程度含んでいる。

2 

実験 1は，課題関連刺激文字列を左右視野に呈

示し，ディストラクターの処理がそれの投入され

る半球の利用可能な処理資源量に依存するかどう

かを検討した。

2. 1 方法

実験参加者大学生16名 (Mean= 21.1， SD = 

1.2)，うち男性は 4名，女性は12名であった。い

ずれの実験参加者も右手利きで，正常視力または

矯正視力を有した。利き手の判定には八回@中塚

きき手テストを用いた(八回・中;塚， 1975)。実

験参加者は実験協力む同意書に署名し，報酬とし

て500円分の図書カードを受領した。

PCと17インチCRTモニタ (SONY，

CPD-E230)によって刺激を呈示した。画面のリ

フレッシュレートは70Hzで、あった。刺激呈示む

制御，並びに反応の記録は， Cedrus社製のSuper

Lab Pro for Windows Version 2.04 (Cedrus 

Company， San Pedro， CA)によって行った。

反応キーはCedrus社製のRB-730であった。

刺激 ターゲットとディストラクターにはアjレ

ブァベットの“K"と“対"を用い， 夕一ゲゲ、ツト

でで、はない課題関連逮縄文字には“X"，

を用いfたこO いずれの刺激もMSPゴシックフォン

トで作成したO それぞれの刺激は視角にして

.770 x .460であった。画面中央に呈示される凝視
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実験 1で用いた刺激主主示制

実験はターゲットの種類 (N，tく) xターゲッ

トの佼霞(8か所) xディストラクターの種類

(N， K) Xディストラクターの位置(左，右)か

らなる32試行を13ブロック行った (416試行)。し

かし，最初のブロックは練習試行としたため，本

試行は384試行であった。反応の正誤および刺激

呈示から実験参加者の反応までの時簡を 1ms単

位でコンピュータが記録した。

2.2 結果

各実験参加者において，正答に要した反応時間

と誤答率の平均値が実験条件ごとに算出された。

ただい反応時間が200ms未満および1200ms 

以上の試行は誤答とみなされた。このように分析

から除外された試行は全参加者，全試行中の0.1

%未満であった。反応時間と誤答率を使って，ディ

ストラクターの呈示視野(低負荷視野/高負荷視

野) Xターゲットとディストラクターの適合性

(適合/不適合)の 2要国分散分析を行った。

度応時溜 ディストラクターの呈示視野の主効

果が認められ(F (1， 15) = 62.36， p <β01， 刀

= .81)，低負荷視野呈示条件 (790ms)の方が

-47-

M問
@
 

T
U
H
 

X

V

 

V
臥

図2

点には

しい、 vずずf'、れの京刺t激も黒色で作成され，画面背景は白色

であった。図2に示すように 5文字で構成され

た課題関連文字が4文字と 1文字に分かれて，そ

れぞれ左右視野に呈示された。課題関連文字は仮

想正方形上に配置され，ターゲットとノイズの位

霞はランダムであった。課題関連文字の凝視点か

ら近い 2文字は，凝視点から左右水平方向に

2.100の場所に配置おれた。課題関連文字の間隔

は1.00
0
であった。ディストラクターは凝視点か

ら左右水平方向に4.100の位置に 1文字呈示され

た。課題関連文字が1文字しか呈示されない視野

を低負荷視野 4文字が呈示される視野を高負荷

視野とした。さらにディストラクターを左右どち

らかの視野に白黒示した。ディストラクターが低負

荷視野に呈示される条件を低負荷視野呈示条件と

し，高負荷視野に呈示される条件を高負荷視野呈

示条件とした。

裏話十盤 ディストラクターの長示視野(低負

荷視野呈示/高負荷視野望示)xターゲットとディ

ストラクターの適合性〔適合/不適合)の 2要因

実験参加者内計闘であった。

手続き 実験は個別に行った。実験参加者は，

閥面から37cmの距離に顔面閤定台で-頭部を閤定

され，実験中は画面中央を凝視するように強く求

められた。 1試行のスケジューノレは，チャイ

と同時に画面中央に凝視点が800ms関設示され

た後 5文字からなる課題関連文字列とディスト

ラクター 1文字が同時に100ms間呈示された。

実験参加者の課題は，画面の右端もしくは左端に

呈示されるディストラクターを無視しながら，凝

視点の左右に呈示される文字列の中に“時"があ

るか“iく"があるかを，できるだけ速く，できる

だけ正確に判断するものであった。反応ボタンは

体の正面に，画面に対して垂直になるように配列

された。反応は各ターゲット文字に対応したキー

を人差し指もしくは中指で押すことによって行わ

れた。 反応手は実験参加者間でカウンターバラン

スされた。反応は刺激呈示後1100ms踏まで記録

され，反応があれば反応後，反応がなければ1100

ms認の後，さらに1000ms関経過してから次の

試行が開始された。

vn 

T
S
M
H
 

N

V

 

@
 

V
A
 

N T X 
N V H. 

M
H
 

T

・uH
X

V

 

@
 

M
H
 

高
負
荷
視
野
呈
一
不
自



愛知淑徳大学論集 心理学部篇一創刊号

高負荷視野呈示条件 (638ms)よりも反応時間

が遅延することが示された。ターゲットとディス

トラクターの適合性の主効果も有志;となり

(F (1， 15) =5.14， p< .05， ηp2= .26)，適合性

効果が認められた(適合条件:706 ms，不適合

条件:722 ms)。ディストラクターの呈示視野と

ターゲットとディストラクターの適合性の交互

作用も認められた (F(1， 15)=7.46，p<.05， 

ηp 2= .33)。この結果は，適合性効果が低負荷視

野呈示条件のみで認められ (F (1，30) = 11.91， p 

< .01)，高負荷視野呈示条件では認められなかっ

た (F(1， 15) = .03， ns) ことの反映であった。

(ms) 
図適合口不適合

850 

800 

E 時間 750 
700 

650 

600 

低負荷視野 高負帯視野

ディストラクターの皐示視野

鼠3 各実験楽件の平均反応時間(パ…は標準誤蓋)

誤答率 ディストラクターの呈示視野の主効果

が認められ(F (1， 15) = 71.58， pく .001， η2== 

.83)，低負荷視野呈示条件 (.25)の方が高負荷

視野呈示条件 (.10) よりも誤答率が高いことが

された。ターゲットとディストラクターの適合

性の主効果も有志;となり (F(1， 15) =4.84， p < . 

05， ηp 2= .24)，適合性効果が認められた(適合

条件:.16，不適合条件:.19)。ディストラクター

の呈示視野とターゲットとディストラクターの適

合性の交互作用は認められなかった (F(1， 15) = 

.02， ns)。

表 1 各実験議{牛の誤審率

誤答率

怪負荷視野皐示
適合 不適合
.24 .27 
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2.3 

実験1はディストラクターの処理が，投入され

る半球の利用可能な処理資源義に依存するかどう

かを検討することを目的とした。本実験ではディ

ストラクターの呈示視野が操作され，低負荷視野

呈示条件では処理資源は潤沢に残るためディスト

ラクターの処理が進むと予想したO 一方，高負荷

視野呈示条件では，処理資源が使い果たされるた

めディストラクターの処E思は進まず，効率的に排

除されると考えた。つまり適合性効果は小さいこ

とが予想された。

その結果，仮説は支持され適合性効果が低負荷

視野呈示条件のみで認められ，高負荷視野呈示条

件では認められなかった。誤答率については反応

時間の結果とのトレードオフがなかった。このこ

とから，高負荷視野呈示条件では，課題関連文字

に対して処理資源を使い果たし，ディストラクター

へ処理資源が配分されなかったことが示唆された。

3 奨験2

実験2では，実験1の低負荷視野呈示条件での

適合性効果の出現が各半球の独立した処理資源に

依拠することをさらに検討するために，実験 lと

同ーの課題関連文字列，並びにディストラクター

を用い，左右半球にすべての刺激を冗長に投入す

るために，刺激を上下視野に長示した。実験 1で

出現した低負荷視野呈示条件の適合性効果が，各

半球の独立した処理資源に依拠するのであれば，

実験2においては，低負荷視野呈示条件にもj@j負

荷視野長示条件にも同程度の適合性効果が出現す

るだろう。一方，実験1で出現した低負荷視野呈

示条件の適合性効果がディストラクターの顕著性

に依拠するのであれば，実験2では実験1と同様

に低負荷視野呈示条件で適合性効巣が出現し，

負荷視野望示条件では適合性効果が認められない

だろう O

3. 1 方法

実験2で用いた刺激，装霞，手続きは以下に示

す点を除いて実験1と同様であった。

実験議参加者 実験1に参加していない大学生16

名 (Mθa.n= 20.8， SD士 1.5)， うち男性は4名，
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SDを示したo

&.応時間 ディストラクターの呈示視野の主効

巣 (F(1， 15) =3.33， 11S)，ターゲットとディス

トラクターの適合性 (F(1，15)=.05，11s)，ディ

ストラクターの呈示視野とターゲットとディスト

ラクターの適合性の交互作用(F (1， 15) = .80， 

11S)はいずれも有意ではなかった。

誤答事 ディストラクターの呈示視野の主効果

は認められなかった (F(1， 15) = 3.65， 11S)。ター

ゲットとディストラクターの適合性の主効果は有

i意となり (F (1， 15) = 9.60， p < .01， ηp 2= .39)， 

適合性効果が認められた〈適合条件 .15，不適

合条件:.18)。ディストラクターの呈示視野とター

ゲットとディストラクターの適合性の交互作用は

認められなかった (F (1， 15) = .06， 11S)。

女性は12名であった。いずれの実験参加者も右手

利きで，正常視力または矯正視力を有した。実験

参加者は実験協力の悶意書に饗名し，報酬として

500円分の図書カードを受領した。

刺激課題関連文字列の凝視点から近い 2文字

は，凝視点から上下三量産方向に2.100の位置に配

置された。課題関連文字の間隔は1.100であった。

ディストラクターは凝視点から上下垂直方向に

5.300の位置に 1文字呈示された(図4)。

高負荷視野星京
適合 不適合
734 736 
(81) (85) 
.16 .19 
(.06 ) (.07 ) 

( )内はSD

各実験議件における反応時間 (ms)並びに

誤蓄率の平均と5D(実験2)

低負荷視野皇示
適合 不適合
720 715 
(78) (76) 

.15 .17 
(.04) (.05 ) 

表2

反応時間

誤答率

3.3 考察

実験2は，実験1における低負荷視野呈示条件

での適合性効果の出現が，各半球の独立した処理

資源に依拠することの確証を得るために行われた。

実験 1で出現した低負荷視野呈示条件の適合性効

果が，各半球の独立した処理資源に依拠するので

あれば，実験2では，すべての刺激が左右半球に

冗長に投入されているため，低負荷視野望示条件

と高負荷視野呈示条件の間で適合性効果に差はな

いと予想した。一方，気験 lで/::1:1現した低負荷視

野呈示条件の適合性効果がディストラクターの顕

著性に依拠するのであれば，実験2では実験lと

同様に低負荷視野呈示条件で適合性効果が出現し，

高負荷視野呈示条件では適合性効果が認められな

いと予想した。

結果は低負荷視野呈示条件と高負荷視野景示条

件で間程度の適合性効果が得られた。反応時間で

適合性効果が得られなかったことについては解釈

が難しいが，本実験結果は実験 1で得られた低負
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手続審 反応ボタンは体の正面に，画面に対し

て水平になるように配列された。

3.2 結果

各実験参加者において，正答に要した反応時間と

誤答率の平均値が実験条件ごとに算出された。た

だい反応時間が200ms未満および1200ms以

上の試行は誤答とみなされた。このように分析か

ら除外された試行は全参加者，全試行中の0.1%

未満であった。 反応時間と誤答率を使って，ディ

ストラクターの呈示視野×ターゲットとディスト

ラクターの適合性の 2要因分散分析を行った。

1に反応時間と誤答率における各条件の平均と
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荷視野史示条件の適合性効果がディストラクター

の顕著性によるものではなく，各半球の独立した

処理資源に依拠すると示唆するものであった。

4 総合考察

本研究は，ラテラリティ研究と注意の知覚的負

荷理論 (Lavie，1995， 2005)の知見に基づき，

ディストラクター処理とそれが投入される半球の

知覚的負荷との関係について検討することを目的

とした。

Nishimura & Y oshizaki (2010)ではディス

トラクター処理は，それが投入される半球の利用

可能な処理資源最に依蒋することが示唆されてい

るが，本研究では彼女らの実験手続き上の問題点

を指摘し，刺激布謹を変更することで追試を行なっ

た。彼女らの実験が示唆するように，ディストラ

クターの処理が，それが投入される半球の利用可

能な処理資源量に依存するのであれば刺激を左右

視野に景示する事態では，低負荷視野望示条件と

高負荷視野呈示条件では適合性効果が変動するは

ずである O つまり，低負荷視野呈示条件では高負

荷視野呈示条件に比べて，適合性効果が大きくな

ると予想した。

実験結果はおおむねNishimura& Y oshizaki 

(2010)の知見を支持するものであった。適合性

効巣が低負荷視野望示条件のみで認められ，

荷視野呈示条件では認められなかった(実験1)。

さらに実験 1で得られた結果が各半球の独立した

処理資源、に依拠することの確証を得るために，実

験 1で凝視点、の左右に呈示した課題関連文字列を，

凝視点の上下に呈示した実験2を行った。この事

態では左右半球にすべての刺激が冗長に投入され

ていた。その結果，低負荷視野呈示条件と高負荷

視野崇示条件で適合性効果に差が認められなかっ

たO このことから本研究結果はNishimura& 

Yoshizaki (2010)と整合性のあるものであった。

しかしながら， Nishimura & Yoshizaki (2010) 

とは整合しない結果も得られた O 彼女らの

Experiment 1では，ディストラクターの呈示視

野が低負荷視野条件と高負荷視野条件の間で反応

時間並びに誤答率に差が認められなかったのに対

し(低負荷視野呈示 697ms， 13% vs.高負荷

視野呈示 694ms， 14%)，本研究の実験1では，

低負荷視野長示条件の方が高負荷損野望示条件よ

りも反応時間が遅延し，誤答率も高いことが示さ

れた(低負荷視野呈示790ms， 26% vs.高負荷

視野呈示 638ms， 11%) 0 特に本研究実験 1

の低負荷視野呈示条件は Nishimura & 

Yoshizaki (2010)の低負荷視野呈示条件よりも

100 ms近く延長し，誤答率も 2倍となっている。

このことは，高負荷視野呈示条件での成績向上が

効率的なディストラクターの排除をもたらしたこ

との反映と解釈できる一方で，低負荷視野呈示条

件において反応時間が遅延したことによって，高

負荷視野呈示条件よりもディストラクターの処理

が促進されディストラクターからの干渉が大きく

なったとも解釈できる。

ではなぜ実験1の低負荷視野呈示条件での成績

低下が生じたのであろうか。本研究では，課題関

連文字列を仮想正方形上に配置することで，垂直，

水平方向の配歯に関しては 2実験問で統制された。

この配置により 4文字からなる課題関連文字列が

ゲシュタ jレi、様のまとまりとして知覚された可能

性がある O この可能性が正しいとすると，低負荷

視野呈示条件のターゲット l文字とディストラク

ターが同一視野内に呈示される事態では，両者の

弁別が難しくなり，それがターゲット同定成績の

低下につながったのかもしれない。逆に高負荷視

野呈示条件では， 4文字の課題関連文字列がまと

まって知覚されるため，ターゲットとディストラ

クターが同一視野内に呈示されでも，ディストラ

クターからの影響は効率的に排除できたと推察さ

れる O

低負荷視野呈示条件での成績低下のもう一つの

可能性は， Nishimura & Y oshizaki (2010) と

比較すると本研究の方が課題遂行時の注意焦点が

小さかったことがあげられる。注意焦点の大きさ

と処理の精度が二律背反の関係にあると仮定した

ズームレンズモデル (Eriksen& St. James， 

1986)に依拠すれば，l主意焦点が小さかったこと

が高解復度の処理を招き，同一視野内に呈示され

たターゲットとディストラクターの弁別を難しく

した可能性がある O



知覚的負荷の高い視野では課題無関連刺激は排除されるのか(木村ゆみ a西村律子@吉崎一人)

本研究をまとめると，知覚的負荷の高い視野で

は課題無関連刺激が効率的に排除されることが示

された。このことから，ディストラクター処理が

それが投入される半球の利用可能な処潔資源量に

依存することが示唆された。今後，今回の結果が

刺激呈示布霞によってもたらされたのかどうかに

ついて，さらなる検討が必要となるだろう O
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